
　三つのホームの子どもたちの共通点は、部活に全力で参加していることです。

　自分が選んだ部活動に入り仲間からいろいろなことを学び心身ともに強くなり成長が見　

　られます。休日は試合や練習に忙しいのですが、職員も他の部員の保護者と共に部活会

　の打ち上げ会やレクリェーションに参加し、外部の保護者との交流も深まっています。

　い姿を見て職員はホッとさせられます。

　 活のシンボルとなるロウソク行列をし「キリストの光！」と歌いお祝いしました。

　る楽しい生活の場になるよう努力しています。今年も昨年と同じメンバー構成ですの

　で子どもと職員の絆が深まり、より良い関係作りを目指して頑張っています。

　

 新学期スタート！
今年度も三つのホーム体制でスタートしました。

それぞれのホームが、子ども会議を通して楽しい生活の場作

りを工夫しています。どんな生活の場をを作るかについて子

どもも職員も意見を出し合い、できるだけみんなが納得でき
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　       みんなで迎えたご復活祭
   3月の終わり、ご復活祭のミサにみんなで与りました。復活徹夜祭にはキリストの復
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　子どもの支援にあたっては、個別の支援、特に子どもとの一対一のコミュニケーショ

　子どもたちは交流の場で少し照れながらも他の部活仲間と同じように振る舞う微笑まし　　

　ンを大切にし、この支援が子どもの大きな成長に繋がることを職員は願っています。
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受験勉強を頑張ったＹさん　念願の公立

高校動物科学科に入学！部活は小動物部　

　　＜招 待＞

　　九州労働金庫 総合企画部（ソフトバンク観戦）　　Ⅴフアーレン・サッカー観戦

　　

　　

　16春季号をお届けします。新井

　　　　 ルルドの聖母広場にスロープ歩道完成

　　　　　　　 そこにフランスのルルドを模した祈りの場所

　　　　　　　 があり、通称「ルルド]と呼び親しんでいます。

　　長崎県共同募金会から平成27年度歳末助け合い運動（NHK歳末たす

      　　　　 聖母の騎士園の裏手に広場があます。、

　　　　　　　 このルルドは大きな石を何重にも積み上げて　

　　　　　　　 造られています。そこに洞窟がありその中に

　　美しい聖母像が置かれています。

　　に、スロープ歩道と「信・望・愛」のリリーフの祝福式があり参加者でお祝いし

　　ました。

　　でも行かれるように、スロープ歩道が完成しました。2016年3月27日主の復活の日　  　

毎日動物に会えてやる気100倍の彼女です。

希望の公立
高校入学

　　 この度、ルルドにお参りするのに車いすを利用される方

　　     編　集　後　記

　　募金をお寄せいただきました皆様方に厚く御礼申し上げます。

　　平成28年2月より、ご支援をして下さった皆様、誠にありがとうございました。

　　順不同、敬称略で掲載させていただきます。

    ＜寄付金・物品贈与＞

　　 鷲田マリ  大屋 健　木下繁喜　 有限会社ダスカジャパン クアウテモック

　 　関 良子　山見文雄　山見京子　暁星学園　請川トシ子　山本久行　下條ますみ　　　　

　  5月より中学生二名が

　　けあい、長崎新聞社歳末たすけあい）に寄せられた募金により

　　就職、進学支度金として金120,000円の助成を受けました。

　SBIの学習開始

    スピードライニングジュニア

　トカゲが遊んでいます。
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　今年の5月は早く初夏を迎え園

　庭は草木がどんどん伸び、蛙や

　　小学生が公文教室で英語を始めました。

　　日本語以外を話せる事は興味深く魅力

　　て身につける勉強方法です。

　　のひとつです。

　　ＣＤやＥ－Pencilを使って英語を聞い


